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２０２５年１２月２３日、「２０２６年３月ダイヤ改正等について」（以下、ダイヤ改正という）の提案を受けました。
今ダイヤ改正は、「ＪＲ東日本グループのさらなる飛躍に向けた新たな組織と働き方について」の労使議論を行っている最中の提案と
なります。私たちの賃金や働き方が大きく変化する施策であり、職場での説明会については、「個別ではなく複数人で意見交換したほ
うがいい」「質問しても明確な回答が返ってこない」など、多くの組合員から不安や不満の声が出ています。
昨年策定されたグループ経営ビジョン「勇翔２０３４」では、「ＪＲ東日本グループは、社員一人ひとりの真面目で誠実な業務遂行によっ
て築く信頼をベースに、モビリティと生活ソリューションの二軸経営を推進し、シナジーを発揮することを目指していく」と示されていま
す。
一方、職場からは要員不足に起因する疲弊の声が多く寄せられており、安全な鉄道をお客さまに提供し、安心を感じていただくため
には、私たちの労働環境整備は必要不可欠です。千葉地本は、組合員が「安全・健康・ゆとり」を担保できるダイヤ改正とするため、下
記の通り申し入れました。今後団体交渉を行います。
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１．２０２５年１２月９日大網駅で発生した、鉄道人身傷害事故について、原因と対策を明らかにすること。

２．Ｅ２３３系並びにＥ１３１系の幕張車両センター転属・導入に関し、今後の教育・訓練スケジュールを明らかにすること。

３．乗務員の定例訓練で現車訓練を実施する場合、車両センターまでの移動時間について労働時間として取り扱うこと。

４．お客さまの利便性向上の観点から、京葉線から内房線・外房線に直通する列車については京葉線内を上下共に快速運転
とすること。

５．異常気象による倒木や倒竹によりパンタグラフ破損の事象が多発していることから、支障する恐れのある箇所の調査を行
い適宜伐採すること。また、Ｅ１３１系車両に副パンタグラフを設置すること。

６．小動物と衝撃による輸送混乱が増加していることから、さらなる対策を講じること。また、車両破損防止の観点から前面ス
カートを強化すること。

７．外房線大原駅乗務員宿泊所に不審者が侵入した事象について詳細を明らかにすること。また、駅から乗泊までの歩行
ルートと、乗泊への必要な防犯対策を講じること。

８．乗り継ぎ交代駅では、乗り継ぎ時間確保の観点から停車時間を１分以上とすること。

９．千葉駅において整列乗車を見直す根拠を明らかにするとともに、社員周知を確実に行うこと。

10．木更津駅における内房線から久留里線への乗り換え時間を１０分以上確保し、Ｓｕｉｃａをご利用のお客さまが改札で事前
精算を受けられるようにすること。また９５０Ｄから１１３０Ｍ、９５２Ｄから１１３２Ｍへの接続を行い、利便性向上を図ること。

11．久留里線の今後のあり方について明らかにするとともに、今後旅客集中が予想されることから、対策を明らかにすること。
また、会社が責任を持って現場と協議し、スケジュール等を前広に示すこと。

12．遠距離通勤する組合員・社員が増加していることから、次期ダイヤ改正以降、泊まり行路を増やし、拘束時間短縮を図る
こと。また、銚子乗務ユニットの出勤時刻については、特急しおさい１号を利用可能な時刻に設定すること。

13．傷害事故防止の観点から、千葉以東線区のＭ電について転動防止が必要な箇所においては、線路内に安全柵を設置す
ること。

14．乗務員室内に設置されている、充電及び放送用のケーブルを現行のタブレットに対応した物に整備すること。

15．タブレット端末の更新によって、従来使用可能であった英語放送等が使用できないため改善を図ること。

16．運転士用の停止位置目標について、老朽化や視認性の悪い箇所へ対策を実施すること。

17．列車無線機の応答ボタンの感度が悪い車両が増加しているため、対策を実施すること。

18．睡眠の質向上の観点から、各乗務員宿泊所の枕を選択制にすること。

19．「融合と連携」により、兼務者の増加が見込まれていることから、営業職場の寝室に起床装置を設置すること。
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２０２６年３月ダイヤ改正を、安全で安心して働ける施策とするために、
組合員の声をもとに、今後団体交渉を行います！

20．中央・総武緩行線御茶ノ水駅のＡ・Ｂ線ホーム千葉方の旧信号所跡地に乗務員用トイレを設置すること。また、千葉駅１・
２番線ホーム駅事務室の男性用トイレを増設すること。

21．中央・総武緩行線代々木駅のＢ線ホームドアの汚れにより、ホームドアセンサー支障が発生するため、定期的に清掃を
行うこと。

22．総武快速線東京駅地下４階社員用通路に休憩時間が短い乗務員が待機していることから、待機スペースを整備すること。

23．東京統括センター丸の内乗務ユニットおよび京葉乗務ユニットの各寝室の空調装置を個別で管理できるようにすること。

24．朝夕通勤時間帯の折り返し時間僅少のため、府中本町駅での車内貫通を２名体制とすること。

25．武蔵野線北府中～船橋法典間に乗務員用トイレがないため、吉川美南駅、南越谷駅、南浦和駅の上下線ホーム上に乗
務員用トイレを設置すること。

26．昨今の大雨等の異常気象を鑑み、社員やお客さまが雨に濡れないよう、新座駅上下線ホーム、西船橋駅９・１０番線東
京方に屋根を設置すること。また、東所沢駅に乗務員詰所を設置すること。

27．武蔵野線東所沢駅の乗務員宿泊所が電留線より遠いため、東所沢駅構内電留線脇に乗務員宿泊所を設置すること。

28．武蔵野線新座駅下りホームＩＴＶが、夕方時間帯に西日が差し込む事で視認性が確保できないことから、早急に改善を行
うこと。また、総武緩行線市川駅Ｂ線のＩＴＶ画面が暗く視認性に欠けることや、京葉線新浦安駅２番線のＩＴＶに列停が写
し出されて見づらいこと、二俣新町下りＩＴＶが日差しにより見えにくいことから、必要な改善を行うこと。

29．東京統括センター京葉乗務ユニットと幕張車両センター乗務員宿泊所の寝室について、衛生面の観点から土足禁止とす
ること。

30．京葉線二俣新町～市川塩浜間の上り第５閉そく信号機の視認性が悪いため中継信号機を設置すること。

31．京葉線西船橋駅での折り返し時間僅少のため、ホーム上の安全確保の観点から折り返し時間を見直すこと。

32．京葉線東京駅で黄色い点字ブロックより外側を歩くお客さまが多いため、安全確保の観点から、同一ホームでの発着を
解消すること。

33．京葉線幕張豊砂駅事務室に乗務員休憩所を設置すること。また、徒歩時間短縮のため幕張豊砂駅から京葉車両セン
ターへ社員用通路を整備すること。

34．京葉線新浦安駅ホーム上下線に乗務員用トイレを設置すること。また、京葉線東京駅地下３階詰所のトイレを使用出来
るようにすること。

35．内房線青堀駅下り６両停目を８両停目とし、お客さまの利便性向上を図ること。

36．内房線君津駅車掌用乗務員宿泊所の和室を、宿泊できる設備に変更すること。また二段ベッドを解消すること。

37．外房線新茂原駅と上総一ノ宮駅設置の発車ベルの建植位置を改善すること。

38．外房線上総一ノ宮駅運転士用乗務員宿泊所については、老朽化による課題があることから、建て替えると共に女性運転
士用の乗泊を新設すること。また、点呼箇所を別に設けること。

39．お客さまサービス向上の観点から、上総一ノ宮駅１・２番線ホームにお客さま用のトイレを新設すること。また、千葉駅か
ら各方面への最終列車はトイレの付属した車両運用とすること。
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